
(57)【要約】

【課題】音響素子ユニットの揺動原点への復帰制御を容

易且つ高速に行うことが出来る超音波探触子を提供する

。

【解決手段】超音波探触子の角度検出器は、所定ピッチ

の開口を有する第１のスリット２０、および揺動範囲（

Ｒ）内に設けられた揺動原点（Ｏ）を境としてどちらか

片側の揺動範囲以上の開口長を有する第２のスリット２

４が同心円状に配置されたスリット板２３と、スリット

板に光を照射する光源２１と、光源から第１のスリット

を透過した光を検出し電気信号に変換して角度信号を出

力する第１の受光素子２２と、光源から第２のスリット

を透過した光を検出し電気信号に変換して原点信号を出

力する第２の受光素子２５とを含み、角度信号および原

点信号に基いて、音響素子ユニットの揺動原点への復帰

制御が行われる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 送 受 波 す る 複 数 の 音 響 素 子 が 配 列 さ れ た 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト と 、 該 音 響 素 子 ユ ニ ッ
ト を 往 復 揺 動 さ せ る た め の モ ー タ と 、 揺 動 す る 前 記 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 角 度 お よ び 揺
動 原 点 を 検 出 す る 角 度 検 出 器 と を 有 す る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
前 記 角 度 検 出 器 は 、 １ 相 以 上 の ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ パ ル ス 信 号 を 角 度 信 号 と し て 出 力 し 、
揺 動 範 囲 内 に 設 け ら れ た 揺 動 原 点 を 境 と し て ど ち ら か 片 側 の 揺 動 範 囲 以 上 の 間 、 所 定 論 理
レ ベ ル の 原 点 復 帰 用 信 号 を 出 力 し 、 前 記 角 度 信 号 と 前 記 原 点 信 号 に 基 い て 、 前 記 音 響 素 子
ユ ニ ッ ト の 揺 動 原 点 へ の 復 帰 制 御 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 角 度 検 出 器 は 、
所 定 ピ ッ チ の 開 口 を 有 す る 第 １ の ス リ ッ ト 、 お よ び 前 記 揺 動 原 点 を 境 と し て ど ち ら か 片 側
の 揺 動 範 囲 以 上 の 開 口 長 を 有 す る 第 ２ の ス リ ッ ト が 同 心 円 状 に 配 置 さ れ た ス リ ッ ト 板 と 、
前 記 ス リ ッ ト 板 に 光 を 照 射 す る 光 源 と 、
前 記 光 源 か ら 第 １ の ス リ ッ ト を 透 過 し た 光 を 検 出 し 電 気 信 号 に 変 換 し て 前 記 角 度 信 号 を 出
力 す る 第 １ の 受 光 素 子 と 、
前 記 光 源 か ら 第 ２ の ス リ ッ ト を 透 過 し た 光 を 検 出 し 電 気 信 号 に 変 換 し て 前 記 原 点 復 帰 用 信
号 を 出 力 す る 第 ２ の 受 光 素 子 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子
【 請 求 項 ３ 】
前 記 角 度 検 出 器 は 、 そ れ ぞ れ 分 離 し て 構 成 さ れ た 揺 動 角 度 検 出 器 と 揺 動 原 点 検 出 器 か ら な
り 、 前 記 揺 動 角 度 検 出 器 は 、 所 定 の ピ ッ チ で 着 磁 さ れ た 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ ム と 、 該 磁 気
マ グ ネ ッ ト ド ラ ム の 着 磁 パ タ ー ン を 検 出 し て 前 記 角 度 信 号 を 出 力 す る 磁 気 抵 抗 素 子 と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ ム は 、 前 記 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト に 直 接 固 定 さ れ た 揺 動 軸 上 に 設 け ら
れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 医 療 用 の 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 し 、 特 に 超 音 波 送 受 波
素 子 （ 音 響 素 子 ） を 機 械 的 に 揺 動 さ せ 超 音 波 走 査 面 を 可 変 す る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 音 響 素 子 の 揺 動 角 度 を 検 出 す る た め に 、 角
度 検 出 器 ７ ０ が 設 け ら れ て い る 。 角 度 検 出 器 ７ ０ は 、 支 持 軸 ７ １ と 一 体 回 転 す る よ う に 固
定 さ れ 、 外 周 囲 に ス リ ッ ト が 多 数 設 け ら れ た ス リ ッ ト 板 ７ ２ と 、 ス リ ッ ト 板 ７ ２ に 凹 部 が
遊 挿 さ れ た 光 学 式 カ ウ ン タ ７ ３ と で 構 成 さ れ る 。 光 学 式 カ ウ ン タ ７ ３ は 、 ス リ ッ ト 板 ７ ２
を 境 と し て 一 方 側 で 発 光 を 行 い 、 他 方 側 で ス リ ッ ト を 通 過 し た 光 を 受 光 し 、 こ の 受 光 カ ウ
ン ト 数 に よ り ス リ ッ ト 板 ７ ２ の 回 転 角 度 、 す な わ ち 音 響 素 子 の 揺 動 角 度 を 検 出 す る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ３ － １ ８ ４ ５ ３ ２ 号 公 報 （ 第 （ ３ ） 頁 右 欄 ４ ０ － ４ ８ 行 、 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 超 音 波 探 触 子 に お い て は 、 角 度 検 出 器 が ス リ ッ ト を 通 過 し た 受
光 カ ウ ン タ 数 に よ り 回 転 角 度 を 検 出 す る も の で あ り 、 こ の 角 度 検 出 器 を 用 い て 、 原 点 検 出
や 原 点 復 帰 動 作 を 行 う こ と が で き な い 。 こ の た め 、 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 電 源 投 入 を 行 っ
た 際 に 、 音 響 素 子 の 位 置 検 出 、 特 に 原 点 復 帰 動 作 が 複 雑 と な り 、 復 帰 の た め の 時 間 が 遅 く
な る と い う 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 、 原 点 復 帰 制 御 を 容 易 且 つ
高 速 に 行 う こ と が 出 来 る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 １ の 構 成 は 、 超 音 波 を 送 受 波
す る 複 数 の 音 響 素 子 が 配 列 さ れ た 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト と 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト を 往 復 揺 動 さ せ
る た め の モ ー タ と 、 揺 動 す る 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 角 度 お よ び 揺 動 原 点 を 検 出 す る 角 度
検 出 器 と を 有 す る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、 角 度 検 出 器 は 、 １ 相 以 上 の ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ
パ ル ス 信 号 を 角 度 信 号 と し て 出 力 し 、 揺 動 範 囲 内 に 設 け ら れ た 揺 動 原 点 を 境 と し て ど ち ら
か 片 側 の 揺 動 範 囲 以 上 の 間 、 所 定 論 理 レ ベ ル の 原 点 復 帰 用 信 号 を 出 力 し 、 角 度 信 号 と 原 点
信 号 に 基 い て 、 前 記 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 原 点 へ の 復 帰 制 御 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 第 １ の 構 成 に よ れ ば 、 揺 動 原 点 は 、 原 点 信 号 の 立 ち 上 り エ ッ ジ ま た は 立 ち 下 り エ ッ ジ
を 基 準 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 且 つ 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 電 源 投 入 を 行 っ た 際 に 、
音 響 素 子 ユ ニ ッ ト が 揺 動 原 点 に 対 し て 左 右 ど ち ら 側 の 位 置 に 停 止 し て い た の か を 、 原 点 信
号 の 論 理 レ ベ ル を 検 出 す る こ と で 、 即 座 に 見 つ け 出 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 ２ の 構 成 は 、 上 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 角 度 検 出 器
は 、 所 定 ピ ッ チ の 開 口 を 有 す る 第 １ の ス リ ッ ト 、 お よ び 揺 動 原 点 を 境 と し て ど ち ら か 片 側
の 揺 動 範 囲 以 上 の 開 口 長 を 有 す る 第 ２ の ス リ ッ ト が 同 心 円 状 に 配 置 さ れ た ス リ ッ ト 板 と 、
ス リ ッ ト 板 に 光 を 照 射 す る 光 源 と 、 光 源 か ら 第 １ の ス リ ッ ト を 透 過 し た 光 を 検 出 し 電 気 信
号 に 変 換 し て 角 度 信 号 を 出 力 す る 第 １ の 受 光 素 子 と 、 光 源 か ら 第 ２ の ス リ ッ ト を 透 過 し た
光 を 検 出 し 電 気 信 号 に 変 換 し て 原 点 復 帰 用 信 号 を 出 力 す る 第 ２ の 受 光 素 子 と を 含 む こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 第 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 １ つ の ス リ ッ ト 板 で 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 角 度 と 揺 動 原 点 を
容 易 に 検 出 す る こ と が で き 、 精 度 の 高 い 角 度 検 出 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 ３ の 構 成 は 、 上 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 角 度 検 出 器
は 、 そ れ ぞ れ 分 離 し て 構 成 さ れ た 揺 動 角 度 検 出 器 と 揺 動 原 点 検 出 器 か ら な り 、 揺 動 角 度 検
出 器 は 、 所 定 の ピ ッ チ で 着 磁 さ れ た 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ ム と 、 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ ム の 着
磁 パ タ ー ン を 検 出 し て 角 度 信 号 を 出 力 す る 磁 気 抵 抗 素 子 と を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 第 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 揺 動 角 度 検 出 器 を 超 音 波 伝 播 液 中 に 設 置 し て も 、 揺 動 角 度 を 検
出 す る こ と が で き 、 超 音 波 探 触 子 内 に 設 置 さ れ る 角 度 検 出 器 の 配 置 を 広 範 囲 に 設 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 第 ４ の 構 成 は 、 上 記 第 ３ の 構 成 に お い て 、 磁 気 マ グ ネ
ッ ト ド ラ ム は 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト に 直 接 固 定 さ れ た 揺 動 軸 上 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 第 ４ の 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 伝 達 機 構 に よ る バ ッ ク ラ ッ シ ュ 等 の 伝 達 誤 差 を 回 避 し 、 音
響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 角 度 を 高 精 度 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 ）
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図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ に
お い て 、 複 数 の 音 響 素 子 （ 不 図 示 ） が 配 列 さ れ た 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ が 、 揺 動 軸 止 め １
０ に よ っ て 揺 動 軸 １ ４ に 固 定 さ れ て い る 。 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ の 揺 動 は 、 駆 動 源 で あ る
モ ー タ ２ の 回 転 伝 達 を 受 け 動 作 す る 。 揺 動 軸 １ ４ へ の 回 転 伝 達 は 、 モ ー タ 軸 ３ に 取 り 付 け
ら れ た 回 転 プ ー リ ー ５ と 揺 動 軸 １ ４ に 取 り つ け ら れ た 揺 動 プ ー リ ー ７ と の 間 に 、 伝 達 ベ ル
ト ８ を 巻 き 付 け て 行 わ れ る 構 成 で あ る 。 モ ー タ ２ は 、 液 シ ー ル 用 の オ イ ル シ ー ル ４ を 介 し
て フ レ ー ム １ ５ に 固 定 さ れ て お り 、 音 波 伝 播 媒 体 液 １ ２ の 侵 入 を 防 い で い る 。 モ ー タ 軸 ３
は 、 軸 受 け ベ ア リ ン グ ６ に よ っ て 押 え ら れ て い る 。 ま た 、 揺 動 軸 １ ４ は 、 フ レ ー ム １ ５ に
固 定 さ れ た ベ ア リ ン グ ９ に よ っ て 押 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ の 揺 動 角 度 お よ び 揺 動 原 点 の 検 出 は 、 モ ー タ ２ と 一 体 に 取 り 付 け ら
れ た 角 度 検 出 器 １ に よ っ て 行 わ れ る 。 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ は 、 超 音 波 伝 播 液 １ ２ の 中 で
揺 動 し 、 超 音 波 伝 播 液 １ ２ は 音 響 ウ イ ン ド ウ １ １ に よ っ て 封 じ ら れ て い る 。 ま た 、 筐 体 １
６ が 、 フ レ ー ム １ ５ 、 モ ー タ ２ 、 お よ び 角 度 検 出 器 １ 全 体 を カ バ ー し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 、 図 １ に 示 す 角 度 検 出 器 １ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 角 度 検 出 器 １ は 、
光 学 式 の ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ と し て 構 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト 板 ２ ３ に は 、 揺 動 角 度 検
出 の た め の 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ と 、 原 点 復 帰 制 御 の た め の 第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ と が 同 心 円
上 に 設 け ら れ て い る 。 光 源 ２ １ か ら の 光 は 、 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ の 位 置 に 当 て ら れ 、 第 １
の ス リ ッ ト ２ ０ を 通 過 し た 光 Ｌ １ は 、 第 １ の 受 光 素 子 ２ ２ に よ っ て そ の 光 量 が 検 出 さ れ る
。 ま た 、 光 源 ２ １ か ら の 光 は 、 第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ の 位 置 に も 当 て ら れ 、 第 ２ の ス リ ッ ト
２ ４ を 通 過 し た 光 Ｌ ２ は 、 第 ２ の 受 光 素 子 ２ ５ に よ っ て そ の 光 量 が 検 出 さ れ る 。 尚 、 揺 動
角 度 の 検 出 分 解 能 は 、 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ の 数 が 多 い ほ ど 高 い こ と は 周 知 で あ る 。 ま た 、
図 示 し な い が 、 更 な る ス リ ッ ト を 同 心 円 状 に ９ ０ 度 位 相 差 を 付 け て 設 け る こ と で 、 両 ス リ
ッ ト か ら の 情 報 信 号 に よ り 検 出 分 解 能 を 更 に 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 本 発 明 の 特 徴 で あ る 第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ に つ い て 説 明 す る 。 同 心 円 状 に 設 け ら れ た
第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ は 、 揺 動 範 囲 の 中 心 で あ る 揺 動 原 点 Ｏ を 境 に 揺 動 範 囲 Ｒ の ど ち ら か 片
側 の 端 （ 揺 動 範 囲 限 ） ま で 、 ま た は そ れ を 超 え て 開 口 が 切 ら れ た 形 状 に な っ て い る 。 こ れ
よ り 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ が 、 揺 動 原 点 Ｏ に 対 し て 、 左 右 ど ち ら に 位 置 し て い る か を 、
第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ か ら の 光 を 第 ２ の 受 光 素 子 ２ ５ に よ り 検 出 す る だ け で 判 断 す る こ と が
で き 、 容 易 に 原 点 復 帰 制 御 を さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 ス リ ッ ト 板 ２ ３ を 、 ガ ラ ス 板 に 黒 色 の 格 子 を 設 け て 構 成 す る こ と で も 、 同 様 の 機 能 を
果 す こ と は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 角 度 検 出 器 １ を 構 成 す る ロ ー タ リ ー
エ ン コ ー ダ と し て 、 光 学 式 に よ る 透 過 型 を 例 示 お よ び 説 明 し た が 、 反 射 型 で も 同 様 の 機 能
を 果 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ は 、 揺 動 角 度 の 検 出 分 解 能 を 高 め る た め に 、 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ と 同 心 円 状 に ９ ０ 度
位 相 差 を 付 け た 第 ３ の ス リ ッ ト （ 不 図 示 ） を 設 け た 場 合 に お け る 、 図 １ の 角 度 検 出 器 １ に
よ り 、 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ 、 第 ３ の ス リ ッ ト 、 第 ２ の ス リ ッ ト ２ ４ に 対 し て そ れ ぞ れ 得 ら
れ た 検 出 信 号 Ｓ １ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ２ を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ に お い て 、 検 出 信 号 （ 角 度 信 号 ） Ｓ １ 、 Ｓ ３ は 、 揺 動 角 度 検 出 の た め の ２ 相 の パ ル ス
信 号 で あ る 。 検 出 信 号 （ 原 点 信 号 ） Ｓ ２ に よ り 、 揺 動 範 囲 に お け る 揺 動 原 点 Ｏ の 検 出 と 原
点 復 帰 制 御 を 容 易 に 行 わ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 揺 動 範 囲 Ｒ 内 の 原 点 Ｏ に 対 し て ど
ち ら 側 に 揺 動 位 置 が あ る か を 、 原 点 信 号 Ｓ ２ が 論 理 ハ イ レ ベ ル で あ る か 論 理 ロ ー レ ベ ル で
あ る か を 検 出 す る こ と で 、 即 座 に 判 別 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 揺 動 原 点 Ｏ は 、 検 出 信 号 Ｓ ２ の 論 理 ハ イ レ ベ ル か ら 論 理 ロ ー レ ベ ル へ の 立 ち 下 が
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り エ ッ ジ に 対 応 し 、 閾 値 を 任 意 に 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 揺 動 角 度 検 出 器 が Ａ 相 の み の 場 合 は 、 Ａ 相 の 周 期 Ｔ に 対 し て Ｔ ／ ２ 、 Ａ 相 お よ び Ｂ
相 の ２ つ の 相 の 場 合 は 、 周 期 Ｔ に 対 し て Ｔ ／ ４ と い う 高 い 精 度 で 停 止 制 御 が で き る 。 揺 動
角 度 検 出 の 分 解 能 は ス リ ッ ト 数 に よ り 決 定 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ５ ０ ０ パ ル ス
の エ ン コ ー ダ で 、 １ 相 の 時 は 、 揺 動 角 度 の 範 囲 が ６ ０ 度 で あ る こ と に よ り 、 揺 動 範 囲 で ８
３ パ ル ス と な り 、 ６ ０ ／ ８ ３ ＝ ０ ． ７ ２ 度 ／ パ ル ス の 分 解 能 と な る 。 ま た 、 Ａ 相 、 Ｂ 相 （
位 相 差 ９ ０ 度 ） の ２ 相 の 時 は 、 ０ ． １ ８ 度 ／ パ ル ス の 分 解 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 探 触 子 ３ １ を 用 い て 揺 動 制 御 を 行 っ て 、 被 検 体 の 超 音 波 断 層
診 断 を 行 う た め の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 角 度 検 出 器 ３ ２ は 、
揺 動 角 度 検 出 器 ３ ４ と 原 点 検 出 器 ３ ６ と で 構 成 さ れ 、 揺 動 角 度 検 出 器 ３ ４ か ら の 角 度 信 号
Ｓ １ 、 Ｓ ３ と 、 原 点 検 出 器 ３ ６ か ら の 原 点 信 号 Ｓ ２ は 、 診 断 装 置 本 体 ３ ３ の 角 度 検 出 信 号
処 理 回 路 ３ ５ へ 送 ら れ る 。 角 度 検 出 信 号 処 理 回 路 ３ ５ は 、 揺 動 角 度 検 出 器 ３ ４ か ら の 角 度
信 号 Ｓ １ 、 Ｓ ３ 、 お よ び 原 点 検 出 器 ３ ６ か ら の 原 点 信 号 Ｓ ２ に 基 い て 、 揺 動 制 御 を 行 う た
め の 制 御 信 号 Ｓ ４ を 生 成 し て 、 揺 動 駆 動 制 御 回 路 ３ ９ に 送 り 、 揺 動 駆 動 制 御 回 路 ３ ９ は 、
生 成 し た 駆 動 信 号 Ｓ ５ に よ り モ ー タ ２ を 駆 動 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ 軸 ３ の 回 転 が
、 揺 動 伝 達 機 構 ３ ７ に よ り 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ に 伝 え ら れ 揺 動 動 作 お よ び 原 点 復 帰 制 御
が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 角 度 検 出 信 号 処 理 回 路 ３ ５ は 、 制 御 信 号 Ｓ ６ を 送 受 信 回 路 ３ ８ に 送 り 、 音 響 素 子 ユ
ニ ッ ト １ ３ に 対 す る 超 音 波 駆 動 信 号 ／ 受 信 信 号 Ｓ ７ の タ イ ミ ン グ も 制 御 す る 。 画 像 処 理 回
路 ５ ０ に よ り 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ か ら の 超 音 波 信 号 Ｓ ８ が 画 像 信 号 Ｓ ９ に 変 換 さ れ て
、 画 像 信 号 Ｓ ９ に 応 じ た 被 検 体 の 断 層 画 像 が モ ニ タ ５ １ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 １ つ の ス リ ッ ト 板 で 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 角 度 と
揺 動 原 点 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き 、 精 度 の 高 い 角 度 検 出 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実 施
形 態 で は 、 揺 動 角 度 検 出 に は 磁 気 式 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ を 用 い 、 原 点 検 出 に は 光 学 式 ロ
ー タ リ ー エ ン コ ー ダ を 用 い て 、 そ れ ぞ れ 分 離 し て 構 成 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、
図 ５ に お い て 、 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 図 １ と 同 じ 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ に お い て 、 揺 動 角 度 検 出 器 ４ ０ は 、 揺 動 軸 １ ４ に 取 り 付 け ら れ た 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ
ム ４ １ と 、 フ レ ー ム １ ５ に 取 り 付 け ら れ た 磁 気 抵 抗 素 子 ４ ２ と で 、 磁 気 式 エ ン コ ー ダ と し
て 構 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 揺 動 角 度 検 出 器 ４ ０ を 磁 気 式 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ と し て 構
成 す る こ と で 、 超 音 波 伝 播 液 １ ２ の 中 で も 揺 動 角 度 の 検 出 が 可 能 に な る 。 原 点 検 出 器 １ ａ
は 、 モ ー タ ２ と 同 軸 上 に 取 り 付 け ら れ 、 光 学 式 ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ー と し て 構 成 さ れ る
。 な お 、 原 点 検 出 器 １ ａ は 、 図 ２ に 示 す 構 成 か ら 第 １ の ス リ ッ ト ２ ０ と 第 １ の 受 光 素 子 ２
２ を 削 除 し た 構 成 を と り 、 動 作 に つ い て は 、 図 ４ に 示 す 原 点 検 出 器 ３ ６ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 揺 動 角 度 検 出 器 ４ ０ か ら の 角 度 信 号 と 原
点 検 出 器 １ ａ か ら の 原 点 信 号 に よ り 、 容 易 に 原 点 復 帰 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な り 、 角 度 検 出 器 ４ ０ が 、 音 響 素 子 ユ
ニ ッ ト １ ３ に 直 接 固 定 さ れ た 揺 動 軸 １ ４ に 設 け ら れ て い る の で 、 ベ ル ト ８ 、 回 転 プ ー リ ー
５ お よ び 揺 動 プ ー リ ー ７ か ら な る 伝 達 機 構 を 介 さ ず 、 直 接 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ の 揺 動
角 度 を 検 出 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ っ て 、 伝 達 機 構 に よ る バ ッ ク ラ ッ シ ュ 等 の 伝
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達 誤 差 の 影 響 を 回 避 し 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ の 揺 動 角 度 を 高 精 度 に 検 出 す る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 揺 動 軸 １ ４ を 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ に 直 接 固 定 す る こ と に よ り 、 揺 動 半 径 を 小 さ く
で き 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト １ ３ の 揺 動 走 査 角 に 対 し て 音 響 ウ イ ン ド ウ １ １ の 大 き さ を 小 さ く
構 成 で き る と と も に 、 揺 動 軸 １ ４ に 対 す る 慣 性 モ ー メ ン ト を 小 さ く す る こ と が で き 、 モ ー
タ ２ の 低 ト ル ク 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 揺 動 角 度 検 出 器 ４ ０ の 詳 細 構 成 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 磁 気 マ
グ ネ ッ ト ド ラ ム ４ １ の 表 面 ４ ３ に は 、 所 定 の ピ ッ チ で 着 磁 パ タ ー ン が 形 成 さ れ 、 こ の 着 磁
パ タ ー ン を 磁 気 抵 抗 素 子 ４ ２ で 検 出 し 、 得 ら れ る 検 出 信 号 に よ り 揺 動 角 度 検 出 が 行 わ れ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト の 揺 動 原 点 の 位 置 を 容 易 に 把 握
す る こ と が 可 能 と な り 、 こ れ よ り 原 点 復 帰 動 作 を 高 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 角 度 検 出 器 １ の 詳 細 構 成 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 角 度 検 出 器 １ に よ り 得 ら れ る 角 度 信 号 Ｓ １ 、 Ｓ
３ 、 お よ び 原 点 信 号 Ｓ ２ の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 ３ １ を 用 い て 揺 動 制 御 を 行 っ て 、 被
検 体 の 超 音 波 断 層 診 断 を 行 う た め の 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 構 造 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 揺 動 角 度 検 出 器 ４ ０ の 詳 細 構 成 図
【 図 ７ 】 従 来 の 角 度 検 出 器 の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 角 度 検 出 器
２ 　 モ ー タ
３ 　 モ ー タ 軸
４ 　 オ イ ル シ ー ル
５ 　 回 転 プ ー リ ー
６ 　 軸 受 け ベ ア リ ン グ
７ 　 揺 動 プ ー リ ー
８ 　 伝 達 ベ ル ト
９ 　 ベ ア リ ン グ
１ ０ 　 揺 動 軸 止 め
１ １ 　 音 響 ウ イ ン ド ウ
１ ２ 　 超 音 波 伝 播 液
１ ３ 　 音 響 素 子 ユ ニ ッ ト
１ ４ 　 揺 動 軸
１ ５ 　 フ レ ー ム
１ ６ 　 筐 体
２ ０ 　 第 １ の ス リ ッ ト
２ １ 　 光 源
２ ２ 　 第 １ の 受 光 素 子
２ ３ 　 ス リ ッ ト 板
２ ４ 　 第 ２ の ス リ ッ ト
２ ５ 　 第 ２ の 受 光 素 子
３ １ 　 超 音 波 探 触 子
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３ ２ 　 角 度 検 出 器
３ ４ 　 揺 動 角 度 検 出 器
３ ５ 　 角 度 検 出 信 号 処 理 回 路
３ ６ 　 原 点 検 出 器
３ ７ 　 揺 動 伝 達 機 構
３ ８ 　 送 受 信 回 路
３ ９ 　 揺 動 駆 動 制 御 部
１ ａ 　 原 点 検 出 器
４ ０ 　 揺 動 角 度 検 出 器
４ １ 　 磁 気 マ グ ネ ッ ト ド ラ ム
４ ２ 　 磁 気 抵 抗 素 子
５ ０ 　 画 像 処 理 回 路
５ １ 　 モ ニ タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波探头，其能够容易且快速地执行对声学元
件单元到摆动原点的返回控制。 解决方案：超声波探头的角度检测器具
有第一个缝隙20和一个以摆动范围（R）为边界的摆动起点（O），该第
一缝隙20具有预定间距的开口。 狭缝板23同心地布置，在狭缝板23中，
第二狭缝24的开口长度等于或大于一侧的摆动范围；狭缝板23的光源21
用于向狭缝板照射光，该光源21用于从狭缝板23照射光。 第一光接收元
件22检测电信号并将其转换为角度信号，第二光接收元件检测从光源通
过第二狭缝透射的光并将其转换为电信号以输出原始信号。 参照图25，
基于角度信号和原点信号执行声学元件单元到振荡原点的返回控制。 [选
择图]图2
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